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Ｂ種種類株式の一部取得及び消却に関するお知らせ 

 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、当社発行のＢ種種類株式のうち一部（払込金額 32 億円

相当分）につき、当社定款第 13 条の 3第 6項（金銭を対価とする取得条項）の規定に基づき金銭

を対価として取得すること及び当該取得を条件として会社法第 178 条の規定に基づく消却を行う

ことを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．Ｂ種種類株式の一部取得及び消却の理由 

 当社は、平成 26 年 5 月 26 日付プレスリリース「第三者割当による種類株式の発行、定款一部

変更、資本金、資本準備金及び利益準備金の額の減少、剰余金の処分並びに金融支援要請に関す

るお知らせ」にて開示したとおり、平成 26 年 4 月からの中期経営計画（以下「前中期経営計画」

といいます。）を策定するとともに、平成 26年 7月 31 日に、株式会社みずほ銀行及び三菱ＵＦＪ

信託銀行株式会社に対してＢ種種類株式を総額 57億 5千 9百万円（5,759 株）発行いたしました。 

その後、当社は、前中期経営計画におけるその主要施策である事業ポートフォリオ改革を着実

に遂行し収益改善を図るとともに、平成 29 年 5 月に公表いたしました中期経営計画「“Ｇ”ｒｏ

ｕｎｄ ２０ ～ｔｏ Ｔｈｅ Ｎｅｘｔ Ｓｔａｇｅ（ジーラウンド・トゥエンティ ～トゥ ザ ネ

クスト ステージ）」において、「3 つの“Ｇ”（Ｇｒｏｗｔｈ、Ｇｌｏｂａｌ、Ｇｏｖｅｒｎａｎ

ｃｅ）の実現」に努め、事業成長に向けた経営基盤の更なる強化を図ってまいりました。その結

果、現中期経営計画の初年度である平成 29 年度の親会社株主に帰属する当期純利益につきまして

は、当初計画を上回る約 81 億円を計上いたしました。 

 この当社の実績を踏まえるとともに本年度の業績進捗等を勘案し、現状の純資産及び現預金を

もとに可能な限り早期にＢ種種類株式の償還を開始することが適切であると判断し、今般、Ｂ種

種類株式の一部について取得、消却することといたしました。これらの対応は、Ｂ種種類株式に

係る今後の配当負担、普通株式の希薄化及び当社が企図しない時期の多額の金銭支出など、当社

の中長期の財務的課題の解消に向けた措置となります。 



２．Ｂ種種類株式の取得の内容 

（１）取得する株式の種類   Ｂ種種類株式 

（２）取得の相手方（株主）  株式会社みずほ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

（３）取得する株式の総数   3,200 株 

  （注）上記の取得する株式の総数のうち、各株主からの取得株式数は、定款の定めにより、按

分比例の方法で算出されます。そのため、株式会社みずほ銀行から 2,020 株を、三菱Ｕ

ＦＪ信託銀行株式会社から 1,180 株を、それぞれ取得することとしております。 

（４）株式の取得価額     1 株につき 1,021,723.7 円 

  （注）上記の株式の取得価額は、Ｂ種種類株式１株当たりの払込金額相当額（1,000,000 円）

に、日割未払優先配当金額（21,723.7 円）を加算し算出した額です。  

（５）株式の取得価額の総額  3,269,515,840 円 

（６）取得日         平成 31 年 2 月 28 日 

   

３．Ｂ種種類株式の消却の内容 

（１）消却する株式の種類   Ｂ種種類株式 

（２）消却する株式の総数   3,200 株 

（３）消却の効力発生日    平成 31 年 2 月 28 日 

  なお、Ｂ種種類株式の消却については、上記２．によりＢ種種類株式を当社が取得すること

を条件とします。 

 

４．業績への影響 

 Ｂ種種類株式の取得及び消却に伴う当社連結業績への影響は軽微であります。 

 

以上 

 

                 


